
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色覚検査の検査方法の順番 参考）中村かおる： 
    眼科ケア 2018 ｖol．20 no.3 P14 
 

問診 

視力検査、その他の眼科一般検査 

仮性同色表 スクリーニング 

パネル D-15 

アノマロスコープ 先天色覚異常の確定診断 

職業の適正や支障の判断 

その他の必要な眼科検査 

検査終了 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石原表 国際版 38表（第 1～15表、第 38～32表） 

判定基準） 

色覚正常 

〇の多い方 

SPP‐１検出表 

色覚検査の判定例 参考）新井真理：眼科ケア 2007 ｖol．9 no.12 P6   
中村かおる：眼科ケア 2018 ｖol．20 no.3 P16 

           仮性同色表とパネルＤ‐15（ルノー）での判定 

 石原表と SPP‐１、パネル

D-15 のみでの判定の場合 

 

誤りが 8表以上 誤りが 4表以下 

色覚異常 色覚異常の疑い 

正答が７表以下 正答が8表以上 

色覚正常 色覚異常 

パネルＤ‐１５ 

中等度以下の 

 色覚異常 

 

 強度の 

 色覚異常 

 

 パス フェイル 

ＳＰＰ‐１分類表 

２型 1型 

誤りが 5～7表 


